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１．研究の目的

明治35［1902］年に制定された中学校数学教授要

目は、算術、代数、幾何、三角法という4つの分科で

構成されたことに著しい特徴がある。つまり、これら

4つに相互の連絡はなく、それぞれ独立した固有の目

標と内容を備えた分科
・ ・

として位置づけられていたので

ある。

一方、明治36［1903］年の高等女学校数学教授要

目も、中学校と同様に分科主義の立場で制定され、内

容的には算術を主とし、代数及び平面幾何は初歩を扱

うものと規定された。また、明治43［1910］年に制

定された師範学校数学教授要目においても、こうした

分科主義の立場は同様であった。

このような分科主義的構成は、時の文部大臣 菊池

大麓と東京帝国大学教授藤沢利喜太郎の2人の数学者

の思想によってなされたのであるが、その後、この分

科主義・孤立主義に対する批判の声が次第に高まり、

明治44［1911］年の教授要目改正へと至るのである。

本研究は、中等学校数学教科書の「使用教科図書表」

を資料として、明治40年代の主な数学教科書の学校

現場での採択校数の変移を明らかにすること、そして、

採択数が増減した数学教科書の内容を比較することの

2つを通して、量と質の両面から、明治40年代にお

ける分科主義からの脱却、統合主義の出現を見出すも

のとする。さらに、中等学校数学教科書の様相から、

当時の数学教育が、徐々に菊池・藤沢がなした統制か

ら離脱していく様を明らかにし、明治44年の教授要

目改正に至る前史を探るものとする。
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要 旨

明治5［1872］年の学制発布に始まった我が国の公教育において、中等数学教育が内容に亘って厳密に統制

されたのは、明治35［1902］年の中学校教授要目制定による。この教授要目では、我が国の数学教育を、算

術、代数、幾何、三角法という4つの分科で構成し、これら4つの分科には相互の連絡を持たせず、各々に固

有の目標と内容を備えさせたのであった。

こうした数学教育における分科主義は、菊池大麓と藤沢利喜太郎の2人の数学者の教育思想に大きく依るも

のであり、中学校のみならず、高等女学校、師範学校という当時の中等教育全般に亘る著しい特徴といえる。

しかし、やがてこのような分科主義的構成への批判が高まり、9年後の明治44［1911］年には、教授要目が改

正されるに至る。

本研究においては、中等学校数学教科書の「使用教科図書表」を資料とし、明治40年代の学校現場におけ

る教科書採択状況を捉えることから、菊池・藤沢の影響が徐々に減退していったことを明らかにする。さらに、

採択校数が増減した教科書の内容を検討することで、我が国の中等学校数学教育における分科主義からの脱却

と、新たな統合主義の思潮を見出すこととする。すなわち、当時の中等学校数学教科書の様相に、菊池・藤沢

がなした統制からの離脱傾向を捉え、明治44年の教授要目改正に至る前史を明らかにするものである。
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２．中等学校数学教科書「使用教科図書表」

明治期の中等学校用の検定教科書は、明治 30

［1897］年代半ばから明治40［1907］年代初めにかけ

て、菊池大麓、藤沢利喜太郎によるもの以外に、三守

守、林鶴一、高木貞治、寺尾寿・吉田好九郎、森岩太

郎、小林盈・稲垣作太郎、樺正董、沢田吾一、三輪桓

一郎、遠藤又蔵、長沢亀之助などによるものが刊行さ

れていったが、各検定教科書が使用された中等学校数

を年度ごとに知る資料はない。しかし、明治 40

［1907］年度及び明治43［1910］年度については以下

の資料によって知ることができる。

● 文部大臣官房図書課編『中学校高等女学校現在

使用教科図書表』大日本図書、明治41年8月15

日刊行（明治40年6月現在）

● 文部大臣官房図書課編『師範学校中学校高等女

学校 使用教科図書表』大日本図書、大正元年3

月20日刊行（明治43年度現在）

この2つの資料は「教科書研究資料文献」の第十集

及び第十一集として、芳文閣から平成4［1992］年7

月に復刻発行されている。

この資料から、各分科ごとに使用学校数の多い中等

学校数学検定教科書を抽出して、その採択校数を明ら

にし、本研究の基礎資料としたい。なお、「使用教科

図書表」では、書名が同じ教科書でも発行年が異なれ

ば別欄に記載されているが、ここでは、書名が同じ教

科書については、使用学校数は合算して示した。

【明治40年度・中学校】

［算術の部］

寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 算術之

部』 108校

藤沢利喜太郎『算術小教科書』 61校

高木貞治『普通教育算術教科書』 42校

樺正董『算術新教科書』 26校

長沢亀之助『新算術教科書』 22校

［代数の部］

寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 代数之

部』 92校

藤沢利喜太郎『初等代数学教科書』 73校

樺正董『改訂 代数学教科書』 59校

高木貞治『普通教育代数教科書』 44校

沢田吾一『代数学新教科書』 20校

長沢亀之助『新代数学教科書』 14校

［平面幾何の部］

菊池大麓『幾何学小教科書 平面幾何学』

106校

寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 平面幾

何之部』 34校

林鶴一『新撰幾何学教科書 平面之部』28校

三守守『幾何学小教科書 平面之部』 26校

樺正董『幾何学教科書 平面之部』 26校

三輪桓一郎『訂正 幾何学教科書 平面』

22校

長沢亀之助『新幾何学教科書』 20校

［立体幾何の部］

菊池大麓『幾何学小教科書 立体幾何学』

82校

林鶴一『新撰幾何学教科書 立体之部』22校

三輪桓一郎『訂正 幾何学教科書 立体』

21校

樺正董『幾何学教科書 立体之部』 16校

寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 立体幾

何之部』 15校

長沢亀之助『新幾何学教科書 立体』 15校

［平面三角法の部］

遠藤又蔵『平面三角法教科書』 83校

菊池大麓・沢田吾一『初等平面三角法教科書』

48校

長沢亀之助『新三角法教科書』 30校

長沢亀之助『中等教育三角法教科書』 22校

林鶴一『新撰平面三角法教科書』 20校

樺正董『平面三角法教科書』 15校

三守守『初等平面三角法』 11校

【明治43年度・中学校】

［算術の部］

寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 算術之

部』 91校

藤沢利喜太郎『算術小教科書』 70校

高木貞治『普通教育算術教科書』 65校

林鶴一『新撰算術教科書』 37校

長沢亀之助『新算術教科書』 20校

樺正董『算術新教科書』 12校

［代数の部］

寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 改訂

代数之部』 86校

高木貞治『普通教育代数教科書』 66校

藤沢利喜太郎『改訂 初等代数学教科書』

57校

林鶴一『新撰代数学教科書』 45校

樺正董『代数学新教科書』 33校

樺正董『改訂 代数学教科書』 29校

長沢亀之助『新代数教科書』 16校

沢田吾一『増訂 代数学教科書』 11校
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［平面幾何の部］

菊池大麓『幾何学小教科書 平面幾何学』

92校

林鶴一『新撰幾何学教科書 平面之部』

72校

寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 改訂

平面幾何之部』 35校

保田棟太・白井伝三郎『平面幾何教科書』

27校

三守守『幾何学小教科書 平面之部』 23校

樺正董『幾何学教科書 平面』 16校

長沢亀之助『新幾何学教科書』 15校

三輪桓一郎『訂正幾何学 平面立体』 14校

［立体幾何の部］

菊池大麓『幾何学小教科書 立体幾何学』

85校

林鶴一『新撰幾何学教科書 立体之部』

53校

寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 改訂 立

体幾何之部』 31校

三守守『幾何学小教科書 立体之部』 17校

保田棟太・白井伝三郎『立体幾何教科書』

16校

樺正董『幾何学教科書立体之部』 14校

［平面三角法の部］

遠藤又蔵『平面三角法教科書』 110校

林鶴一『新撰平面三角法教科書』 57校

菊池大麓・沢田吾一『平面三角法小教科書』

29校

長沢亀之助『新三角法教科書』 28校

寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書平面三角

法之部』 9校

三守守『初等平面三角法』 9校

樺正董『平面三角法教科書』 8校

【明治40年度・高等女学校】

［算術の部］

森岩太郎『女学校用算術教科書』及び「改版」

35校

小林盈・稲垣作太郎『女子用算術教科書』

28校

樺正董『女子算術教科書』 25校

沢田吾一『女子算術教科書』 17校

溝口鹿次郎『女学校用算術教科書』及び「訂正」

10校

長谷川一興・松永孫三『女子算術教科書』

8校

刈屋他人次郎・野原休一『算術新教本』

7校

藤沢利喜太郎『算術小教科書』 7校

［代数の部］

森岩太郎『女学校用代数初歩』 25校

沢田吾一『女子代数教科書』 13校

関本幸太郎『高等女学校代数教科書』 8校

伊藤豊十『高等女学校用代数学教科書』8校

数学教授研究会『高等女学校代数学初歩』

8校

［幾何の部］

森岩太郎『女子教科幾何初歩』及び「改版」

54校

伊藤豊十『高等女学校用幾何学教科書』

14校

長谷川一興・堀田要三郎『女子幾何学教科書』

11校

菊池大麓『幾何学初歩教科書』 6校

原田長松『女子教科幾何学教科書』 5校

【明治43年度・高等女学校】

［算術の部］

小林盈・稲垣作太郎『女子用算術教科書』

58校

森岩太郎『女学校用算術教科書』及び「改版」

56校

高木貞治『女子教育算術教科書』 18校

沢田吾一『女子算術教科書』 14校

樺正董『女子算術教科書』 14校

藤沢利喜太郎『算術小教科書』 10校

溝口鹿次郎『訂正 女学校用算術教科書』

10校

稲垣作太郎『女子教育実用算術』 9校

［代数の部］

小林盈・稲垣作太郎『女子用代数教科書』

21校

森岩太郎『女学校用代数教科書』 14校

森岩太郎『女学校用代数初歩』 8校

高木貞治『女子教育代数学初歩』 7校

沢田吾一『女子代数教科書』 6校

伊藤豊十『高等女学校用代数学教科書』

5校

［幾何の部］

小林盈・稲垣作太郎『女子用幾何教科書』 44校

森岩太郎『女子教科幾何初歩』 38校

森岩太郎『女学校用幾何教科書』 25校

坂井英太郎『女子教育幾何学初歩』 10校

伊藤豊十『高等女学校用幾何学教科書』

10校

明治後期における中等学校数学教科書の様相
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樺正董『女子幾何学教科書』 9校

【明治43年度・師範学校】

（ ）内の数字は、それぞれ男子師範学校及び女子師

範学校での使用学校数を表している。

［算術の部］

藤沢利喜太郎『算術教科書』 35校（27， 8）

藤沢利喜太郎『算術小教科書』 34校（17，17）

高木貞治『普通教育算術教科書』

23校（15， 8）

文部省『高等小学算術書』 8校（ 6， 2）

文部省『尋常小学算術書』 7校（ 6， 1）

［代数の部］

高木貞治『普通教育代数教科書』

27校（19， 8）

藤沢利喜太郎『改訂 初等代数学教科書』

15校（10， 5）

林鶴一『新撰代数学教科書』 13校（12， 1）

寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 代数之

部』 12校（11， 1）

高木貞治『代数学初歩』 7校（ 1， 6）

高木貞治『女子教育代数学初歩』6校（ 4， 2）

樺正董『代数学新教科書』 5校（ 3， 2）

沢田吾一『増訂 代数教科書』 4校（ 3， 1）

［平面幾何の部］

林鶴一『新撰幾何学教科書 平面之部』

29校（21， 8）

菊池大麓『幾何学小教科書 平面幾何学』

20校（18， 2）

春日今朝蔵『初等平面幾何学』

8校（ 3， 5）

菊池大麓『幾何学初歩教科書』

6校（ 0， 6）

高橋豊夫『修訂 平面幾何学教科書』

5校（ 5， 0）

寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 平面幾

何之部』 4校（ 3， 1）

坂井英太郎『普通教育幾何学教科書 平面之部』

4校（ 3， 1）

［立体幾何の部］

林鶴一『新撰幾何学教科書 立体之部』

10校（10， 0）

高橋豊夫『修訂 立体幾何学教科書』

4校（ 4， 0）

菊池大麓『初等幾何学教科書 立体幾何学』

2校（ 2， 0）

寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 立体幾

何之部』 2校（ 2， 0）

３．中学校及び師範学校数学教科書の様相

３－（1）教科書著者の概観

中学校及び師範学校数学教科書の著者を一瞥すると、

菊池大麓、藤沢利喜太郎、高木貞治、林鶴一など帝国

大学系の数学者が中核を占めていることがわかる。た

だ、林は「使用教科図書表」の調査年である明治40

［1907］年度、43［1910］年度には東京高等師範学校

教授であったから、厳密には帝国大学系とは言えない

かもしれないが、明治44［1911］年度には東北帝国

大学教授に就任しているから、帝国大学系の数学者と

見做しても差し支えないと思われる。

上記の4名以外の著者たちの所属を見てみよう。理論

流儀算術の唱道者として知られる寺尾寿は、東京帝国

大学教授である。しかし、数学科ではなく星学科（天文

学科）であって、数学教育界の主流とは言い難い。寺

尾の共著者である吉田好九郎は学習院教授である。

次に、樺正董は岐阜県中学校や新潟県中学校に勤務

した他、私立実践女学校に籍を置いた。後には日本女

子大学や慶応義塾大学で教鞭をとった。樺は女学校用

の数学教科書の主たる執筆者である。また、樺と同じ

く女学校用数学教科書の著者でもあった沢田吾一は明

治40［1907］、43［1910］年度において東京高等商業

学校に教授として所属していた。

また、ユークリッド『原論』の翻訳書『宥克立』の

訳者である長沢亀之助は明治11［1878］年長崎師範

学校を卒業し、その後京都で塾を開き、さらに東京へ

移って川北朝鄰に関流和算を学んだ。その後は独力で

西洋数学を学び、明治14［1881］年数理書院に入り、

多くの高等数学書を訳述した在野の数学者であった。

また、明治40［1907］年から大正7［1918］年までは

専修大学講師の職にあった。

三守守は『初等幾何学』などの著者であり、明治4

0、43年度においては東京高等工業学校教授の職にあっ

た。また、後に日本中等教育数学会の第2代会長に就

任している。

「使用教科図書表」の調査年である明治40、43年

度において、三輪桓一郎は京都帝国大学教授であり、

保田棟太は第一高等学校教授、白井伝三郎は岩手県立

盛岡中学校教諭であった。また、遠藤又蔵は明治33

［1900］年に陸軍士官学校教授であったが、その後早

稲田大学に移った。

一方、師範学校数学教科書の著者として現れている

春日今朝蔵は新潟県立長岡女子師範学校教諭であった

から、その教科書は女子師範学校で多く使用されたと

思われる。また、高橋豊夫は広島高等師範学校教授で

あり、坂井英太郎は東京帝国大学教授であった。
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３－（2）算術教科書について

中学校算術教科書の使用学校数の変容を見ることに

する。『教育時論』第530号（開発社、明治33年1月

5日発刊）に所収されている「中学師範数学科教科書

及教授時間に関する調査表」によれば、明治 32

［1899］年には、藤沢利喜太郎の『算術教科書』が圧

倒的優位を占めていた。しかし、その8年後の明治

40［1907］年の段階には様変わりし、藤沢の教科書は

第1位の座を追われ、寺尾寿・吉田好九郎の教科書が

トップに立っている。

しかし、このことは藤沢の算術教育論が影響力を失っ

たことを意味しているわけではない。むしろ、ほとん

どの教科書が藤沢流の教科書に近づいていったのであ

る。そのことは、各教科書の目次を比較すれば明らか

である。

たとえば、藤沢利喜太郎『算術小教科書』（大日本

図書、明治40年2月訂正発行、初版は明治31年）の

目次は、

第一編 緒論 第二編 四則 第三編 諸等数

第四編 整数の性質 第五編 分数

第六編 比及比例 第七編 歩合算及利息算

第八編 開平開立

であるのに対して、寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学

教科書 算術之部』（冨山房、上巻：明治36年2月再

版、下巻：明治37年1月第四版）の目次は、

第一編 緒論 第二編 四則 第三編 複名数

第四編 整数の性質 第五編 分数

第六編 比,比例及其応用

第七編 歩合算と利息算

第八編 開平法、開立法及求積

となっていて、最後の求積を除外すれば、まったく同

じと考えてもよい。さらに、目次が同じということは、

指導順序も同じであることを意味している。

また、上記の寺尾・吉田の教科書は明治42［1909］

年1月に改訂版が発行されているが、その目次にも変

化は見られない。

さらに、高木貞治『普通教育算術教科書』（開成館、

明治40年5月修正五版発行、合本）の目次も、

第一編 緒論 第二編 四則 第三編 諸等算

第四編 整数の性質 第五編 分数

第六編 比及び比例 第七編 歩合算

第八編 開法 第九編 求積

となっており、これは求積を最後に配置した寺尾・吉

田流の構成である。明治43［1910］年度の「使用教

科図書表」で新たに上位（4位）に入った林鶴一『新

撰算術教科書』（開成館、明治41年3月初版、4月訂

正再版）の目次は、

第一編 四則及諸等数 第二編 整数の性質

第三編 分数 第四編 比及比例

第五編 歩合算及利息算 第六編 開法

であって、開法を最後とし求積をどこにも配置しない

藤沢流の構成である。

また、使用学校数は少ないが、沢田吾一『算術教科

書』（冨山房、明治36年3月訂正再版、明治35年初

版）の目次も、

第一編 命数法及記数法

第二編 整数及小数

第三編 諸等数 第四編 整数の性質

第五編 分数 第六編 比及比例

第七編 比及比例の続き

第八編 割合 第九編 冪及根

となっている。このように、求積と冪・根の扱いを別

にすれば、上に列挙した算術教科書の内容構成は同じ

と考えてよく、これが明治後期の算術教科書の標準型

であったと言える。

そして、この標準型から開平、開立、求積、冪・根

などを除外し、歩合算を上がりとする算術教科書が大

正時代から昭和初期にかけて持続するのである。以下

に、その例として、高木と林の教科書の目次を示そう。

まず、高木貞治『新式算術教科書』（開成館、大正4

年11月四版、明治44年10月初版）の目次は、

第一編 命数法、記数法 第二編 四則

第三編 諸等算 第四編 倍数、約数

第五編 分数 第六編 比及び比例

第七編 歩合算

であり、林鶴一『中等教育算術教科書』（開成館、大

正9年2月七版、明治44年11月初版）の目次は、

第一編 整数、小数及び諸等数

第二編 倍数及び約数 第三編 分数

第四編 比及び比例 第五編 歩合算

となっているように、いずれも歩合算で締めくくられ

ている。

さて、明治後期の算術教科書の多くが藤沢流になっ

ていることは、目次だけではなく、内容面でも確かめ

られる。たとえば、数概念については、寺尾寿・吉田

好九郎は、『中学校数学教科書 算術之部』において、

「人の多さを知らんには、一人を目当として一人、

二人、三人、・・・と数え、（中略）箇様に数え

て得たる一、二、三、・・・を数と云う」

と規定している。一方、高木貞治は、『普通教育算術

教科書』において、

「物の多き少きを精密に知るには、之を数え又は

計るなり。数え又は計りて得たるものを数と云い、

・・・」

と規定しており、これらは、藤沢利喜太郎『算術小教

科書』における、

明治後期における中等学校数学教科書の様相
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「一に一を足して二、二に一を足して三、・・・

というが如く、次第に一足して行くことを数える

といい、数えて得たる一、二、三、・・・を数と

いう」

という藤沢が強く唱導した「数え主義」に準拠したも

のである。

また、小数を整数の四則の中で扱い、分数は後習す

るという行き方も藤沢に倣っているし、分数の指導に

ついても同様である。さらに、比例問題の解法につい

ても、藤沢が主張した比例式解法が採用されている。

このように、明治後期の中学校算術教科書に関しては、

藤沢の影響が強く見られるのである。

ところで、寺尾・吉田、林の教科書には、藤沢の教

科書と異なる点がただ1つ見出せる。それは、分科主

義的傾向から脱皮しようとする意図が見られることで

ある。たとえば、寺尾・吉田の算術教科書の序文では、

「・・・余等不才なりといえども、亦多年斯道に

従事する者、数学教科科目に就きて当局者と意見

を異にする点なきにしもあらず。然れども中学校

課程の統一は目下の急務なり。小異を捨てヽ大同

に就き、此統一を完成せんことは教育家の当に務

むべき所なりと信ずるがゆえに、本書に於ては一

意専心文部省の教授要目を遵奉し、敢て其内容を

加除し又は其順序を変更せんことを企てざるなり」

（下線－筆者）

と述べられているように、分科主義を掲げた教授要目

に賛同できない点があるにも関わらず、小異を捨てて

大同につく態度を選択し、教授要目を遵奉したことが

読み取れる。したがって、寺尾・吉田の教科書は「中

学校数学教科書」と銘打って、その各分冊として「算

術之部」、「代数之部」、「平面幾何之部」、「立体幾何之

部」、「三角法之部」がある、という体裁をとっている

のである。同様の趣旨は林の算術教科書の序文の冒頭

にも、

「本書は余が新撰統合数学教科書の算術の部を成

すものにして、・・・」

とあって、「統合数学教科書」を意識していることが

わかる。

３－（3）代数教科書について

中学校代数教科書についても、算術教科書の場合と

同様に、明治40［1907］年の段階において、すでに

藤沢利喜太郎の教科書は第1位の座を追われ、寺尾・

吉田の教科書がトップに立っている。また、師範学校

算術教科書についても、トップは高木の教科書であり、

藤沢の教科書は林及び寺尾・吉田の教科書と肩を並べ

る状況となっている。

まず、寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 訂

正 代数之部』（冨山房、明治40年3月改訂再版、明

治37年初版）の目次は、

第一編 緒論 第二編 整式四則

第三編 方程式 第四編 整式の続き

第五編 分数式 第六編 方程式の続き

第七編 方程式の続き 第八編 方程式の続き

第九編 冪、冪根及指数定義の拡張

第十編 比及比例 第十一編 級数

第十二編 順列、組合及二項定理

第十三編 対数

であり、藤沢利喜太郎『改訂 初等代数学教科書』

（大日本図書、明治41年11月二版発行）の目次を見

ると、

第一編 緒論 第二編 一次方程式

第三編 負数 第四編 整式の加減乗除

第五編 一次方程式の続き

第六編 連立一次方程式

第七編 乗法公式の応用及因数

第八編 最大公約数及最小公倍数

第九編 分数式

第十編 分数式を含みたる方程式

第十一編 二次方程式

第十二編 分数式を含みたる方程式の続き

第十三編 無理式を含みたる方程式

第十四編 高次方程式

第十五編 連立方程式

第十六編 冪及根 第十七編 指数

第十八編 不尽根数 第十九編 比及比例

第二十編 級数 第廿一編 順列及組合

第廿二編 二項定理

第廿三編 対数及年金算

となっている。

この両者の相違点の1つは負数と方程式の指導順序

にある。藤沢の教科書では、正数の範囲内で一次方程

式を扱った後、負数を導入し、再び整数の範囲内で一

次方程式を扱うという構成になっているのに対して、

寺尾・吉田の教科書では、最初の「第一編 緒論」に

おいて負数とその四則を扱い、その後、一次方程式が

扱われている。この寺尾・吉田流の展開方法は高木、

林などの教科書にも共通している。

まず、高木貞治『普通教育代数教科書』（開成館、

明治40年1月訂正四版発行、明治37年初版）の目次

は、

第一編 緒論 第二編 整式

第三編 一次方程式 第四編 整式の続き

第五編 分数式 第六編 一次方程式の続き

第七編 二次方程式 第八編 冪及び冪根

第九編 対数 第十編 比及び比例

田中 伸明・上垣 渉
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第十一編 級数 第十二編 組合せ算

であり、林鶴一『新撰代数学教科書』（開成館、明治

40年12月訂正再版発行）の目次は、

緒論 第一篇 正数、負数及其四則

第二篇 代数式及其四則

第三篇 一次方程式 第四篇 約数及倍数

第五篇 分数式 第六篇 無理数及虚数

第七篇 二次方程式 第八篇 冪法及開法

第九篇 比、比例 第十篇 級数

第十一篇 順列、組合せ、二項定理

第十二篇 対数

となっていて、「負数→方程式」の指導順序になって

いる。このように、代数教科書においては、藤沢から

の離脱傾向が見られるのである。

また、寺尾・吉田及び高木の教科書の特徴は比及び

比例の扱いを簡単にしたことにある。たとえば、寺尾・

吉田の教科書では「改訂の要点」の第3番目に、

「比、比例の編を簡単になしたること」

とあり、高木の教科書では「改版例言」の第5番目に、

「比例の編に対変法の平易なる説明を添えて算術、

幾何学、及び物理学との連絡を図れること」

と述べられている。高木は、三角形の面積と高さを例

にして、「対変法」による説明を次のように行なって

いる。

のように「比例」が規定されている。

当時の比例の定義は、まず比を定義した上で、

「aのbに対する比がcのdに対する比に等しいと

き、a，b，c，dは比例する」

というもので、いわば「静的な定義」が支配的であっ

た。これに対して、高木は量の変動に依拠した「動的

な定義」を採用したのであった。もっとも、高木の定

義においても、「相等しき比にて変動す」と述べられ

ているように、「比が等しい」ことに帰着させてはい

るが、変量x， yを用いた定義は当時としては斬新な

ものであったに違いない。

この動的な定義は寺尾・吉田の教科書（下巻）の

「附録第三 比例の続き」及び樺正董『改訂 代数学

教科書』（下巻）の「附録 比例対変法」において紹

介されている。このような比例に関する動的な定義は

高木、寺尾・吉田、樺の教科書以外には見られない。

明治43［1910］年度の「使用教科図書表」では、

中学校代数教科書の第1位及び第2位はそれぞれ寺尾・

吉田、高木であったが、これらの教科書によって代数

教育に新時代が拓かれていくのである。

上述した代数教科書以外にも、「使用教科図書表」

には、樺正董や沢田吾一などの教科書があったから、

それらの目次を見てみよう。

まず、樺正董『代数学新教科書』（三省堂、明治40

年1月訂正再版発行、明治39年初版）の目次は、

緒論 第一編 整数四則

第二編 一次方程式

第三編 因数分解法、倍数、約数

第四編 分数式

第五編 一次方程式の続き、不等式

第六編 冪及冪根 第七編 二次方程式

第八編 一般の指数論 第九編 開方法

第十編 比、比例 第十一編 級数

第十二編 対数

第十三編 順列、組み合わせ

第十四編 二項定理

であり、樺正董『改訂 代数学教科書』（三省堂、明治

38年4月六版発行、明治35年初版）の目次は、

第一編 整数式の計算 第二編 一次方程式

第三編 倍数、約数 第四編 分数式

第五編 一次方程式の続（分数方程式）

第六編 二次方程式

第七編 自乗法、開方法及一般の指数論

第八編 比及比例 第九編 級数

第十編 順列及組合せ

第十一編 二項定理

第十二編 対数及年金算

である。また、沢田吾一『増訂 代数学教科書』（冨

山房、明治40年1月増訂再版発行、明治35年初版）

の目次は、

第一編 緒論 第二編 整式

第三編 方程式 第四編 整式続編

第五編 分数式 第六編 方程式続編

第七編 二次方程式 第八編 無理式

第九編 比及比例

第十編 級数（等差級数、等比級数）

第十一編 順列及組合 第十二編 二項式定理

第十三編 対数

であり、いずれも寺尾・吉田あるいは高木、林などの

教科書と同じ内容構成となっていて、これが明治後期

の代数教科書の典型であったと言える。

明治後期における中等学校数学教科書の様相
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三角形の底辺をa寸、高さをx寸、面積をy平方寸

とするとき、 あるいは と表される。こ

の式において、 aは定まった数であるが、 x， yは相

伴って変動する量を表す数であると例示した上で、

「一般に、相伴いて変動する二つの数x， yが

（但、kは或定まれる数なり）なる関係に

よりて結び附けらるるとき、（中略）x，yは相伴

いて、而も常に相等しき比にて変動す。是故にx，

yは互いに比例すと云う」（太字－著者）
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３－（4）平面幾何教科書について

中学校平面幾何教科書については、明治40年度及

び明治43年度においても、菊池大麓の『幾何学小教

科書』が第1位を占めているが、次第に林鶴一の『新

撰幾何学教科書』が追い上げてきていることがわかる。

そして、師範学校の平面幾何教科書では林の教科書が

トップに立っている。また、寺尾・吉田の教科書も一

定の使用学校数を示している。

菊池大麓『幾何学小教科書 平面幾何学』（大日本図

書、明治39年11月訂正発行、明治32年初版）の目

次は、

緒論 第一編 直線 第二編 円

第三編 面積 第四編 比及比例

であり、林鶴一『新撰幾何学教科書 平面之部』（開成

館、明治42年3月訂正八版発行、明治37年初版）の

目次は、

緒論 第一編 直線図形 第二編 円

第三編 面積 第四編 比例

第五編 正多角形及円

となっている。菊池の教科書では、「第二編 円」の

中で正多角形が扱われているから、内容的には同じで

あると言える。

また、寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 平

面幾何之部』（冨山房、明治38年1月初版発行）の目

次は、

緒論 第一編 直線 第貳編 円

第参編 面積 第四編 比及比例

となっていて、第四編の中で「正多角形、円周及円の

面積」が節立てされているから、菊池及び林の教科書

と同じ内容である。

上記の教科書以外で、「使用教科図書表」に現れて

いた三守、長沢、保田・白井の教科書も見てみよう。

まず、三守守『幾何学小教科書 平面之部』（山海

堂、明治43年2月八版発行、明治38年初版）の目次

（各編の題目は付けられていない）は、

緒論

第一編

第一節 角、垂線 第二節 三角形

第三節 垂線、斜線、直角三角形

第四節 平行直線

第五節 多角形の内角の和

第六節 平行四辺形 第七節 軌跡

第二編

第一節 円の総論、切線

第二節 中心角、円周角 第三節 弧及弦

第四節 二つの円の位置の関係

第五節 作図題

第三編

第一節 比及び比例 第二節 面積

第三節 比例線 第四節 相似多角形

第五節 三角形及び円に於ける比例線

第六節 作図題

第四編

第一節 正多角形 第二節 作図題

第三節 円周の長さ及び円の面積

であり、長沢亀之助『新幾何学教科書 平面』（日本

書籍、明治38年3月三版発行、明治37年初版）の目

次は、

緒論 第一編 直線 第二編 円

第三編 面積 第四編 比例

である。また、保田棟太・白井伝三郎『平面幾何教科

書』（光風館、明治40年12月訂正再版発行）の目次

は、

緒論 第一篇 直線 第二篇 円

第三篇 面積 第四篇 比及比例

第五篇 比及比例の応用

第六篇 円の周及面積の計算

となっている。

以上のような内容構成の平面幾何教科書が当時の標

準であったといえる。

当時、菊池大麓は、幾何学は代数学とは別学科であ

るとし、幾何の内容の展開方法においては、代数との

混乱を招くような記号や式を用いないことを推奨した。

にもかかわらず、すでに菊池自身の著作教科書以外に

は、次に示すように菊池の幾何教育論からの離脱傾向

が見られるのである。

高木の教科書の序文では、編纂に当たって意を用い

た点として、第1項目及び第6項目で、

「証明は記号を併用し、簡単にして厳正を失わず」

「幾何学に於ける代数学の応用を説き、求積に関

する計算問題を加えたり。代数学的幾何学は極め

て必要なりとす」

と、記号の使用及び幾何学への代数学の応用を説いて

いるのである。また、長沢の教科書の序文でも、第1

項目で、

「他分科との連絡 従来行わるる教科書は数学の

他分科との連絡に乏し。広く数学の各分科は扨て

置き幾何学より前に修めし算術竝に稍�前より始

めたる代数学との連絡は中等教育程度の幾何学と

して是非とも之を付け置かざるべからず」（下線－

著者）

と分科主義を排し、第12項目において、

「記号的証明 証明を徹頭徹尾文章にて記するの

迂愚なるは余の十数年来の主張にして、世間の教

科書も近頃大いに之に傾きたるは竊に余の本懐と

せる所なり。本書も亦固より適当に記号を配して
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証明を簡にせり」（下線－著者）

と述べて、証明における記号の使用を主張している。

そして、林及び長沢の教科書では、本文に入る前に、

以下の写真に見られるように「記号一覧」が掲げられ

ているのである。

菊池とそれ以外の教科書における第2の相違点は比

例の扱い方にある。菊池の教科書では、ユークリッド

『原論』第V巻の比例論に準拠して、倍量及び約量、

通約可能及び通約不能などを定義した後、

「二量A， B及他の二量P， Q有りて、 m， nが

如何なる整数なるも、 mA>＝<nBに従て、mP

>＝<nQなる時は、A：BがP：Qに等しと云う」

と「比の相等」を定義し、さらに、

「A：BがP：Qに等しとは、 Aの倍量とBの倍

量との挿み合い方がPの倍量とQの倍量との挿み

合い方に全く同じきを云う」

のように、挿み合い法によって比の相等を述べ、比の

相等によって比例を定義するという難解な構成になっ

ている。

藤沢利喜太郎は難解であることを認めつつも菊池の

比例論を擁護していたが、林は挿み合い法に対して、

「比は之を尽数及び不尽数の場合に区別し、簡明

に且厳正に之を論ぜり。挿み合いの如く捕捉する

に困難なる患なかるべし」（序文の第5項目）

と批判し、正方形の対角線の一辺に対する比のような

不尽数（通約不能な場合）では、√2の近似値によっ

て説明している。また、長沢の教科書でも、序文の第

6項目で、

「比例論の簡明 佶倔冗長なる比例論の此の種の

教科書を用うる生徒の年齢学力等に不相当なるは

識者の認識する所なり。余は生徒の年齢学力等を

顧慮し所論は充分簡単にして、通約すべき量に就

きて論じ、通約すべからざる量に就きては近似値

を以て満足することとせり」（下線－著者）

のように、林と同様の意見を述べている。

このように、明治後期における平面幾何教科書は次

第に菊池流から脱皮していくのである。上記のように、

算術、代数学、平面幾何学の教科書を見てくると、中

学校数学教育は菊池・藤沢体制から高木・林体制へと

移行していく様を見て取ることができる。

３－（5）立体幾何教科書について

中学校立体幾何教科書についても、平面幾何教科書

と同様に、菊池の教科書が第1位の座を占め、林の教

科書がそれを追っている。そして、師範学校において

は林の教科書が菊池を抜いてトップに立っていること

も平面幾何教科書の場合と同様である。

菊池の『幾何学小教科書 立体幾何学』（大日本図

書、明治33年7月初版発行）は平面幾何学の続編と

して編纂されているから、その目次は、

第五編 平面 第六編 球、円�及円錐

のように、第五編から始まっている。なお、「第五編

平面」には多面体に関する内容も含まれている。ま

た、林の『新撰幾何学教科書 立体之部』（開成館、

明治42年3月訂正六版発行、明治37年初版）の目次

は、

第六編 直線及平面 第七編 多面体

第八編 曲面体

となっているから、菊池と同じ内容である。このよう

な内容構成が当時の立体幾何学教科書の標準であった。

明治後期における中等学校数学教科書の様相
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ところで、明治43［1910］年度にあっては、林の

教科書に続いて、寺尾・吉田の教科書も一定の使用学

校数を占め、保田・白井の教科書がそれに続いている。

まず、寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 立

体幾何之部』（冨山房、明治39年3月初版発行）の目

次は、

第一編 平面及直線 第二編 球

第三編 多面体 第四編 直円�及直円錐

第五編 球の続き

となっていて、各編の構成は異なるが、内容的には菊

池及び林の教科書と同じであると言える。さらに、保

田棟太・白井伝三郎『立体幾何教科書』（光風館、明

治40年12月初版発行）の目次は、

第一編 平面 第二編 多面体

第三編 曲面体

となっている。

寺尾・吉田及び保田・白井の教科書に続いているの

は、三守、樺の教科書であるが、次に見るように、同

じ内容構成になっている。

三守の『幾何学小教科書』（山海堂、明治39年9月

初版発行）は、平面之部の続編として編纂され、第五

編から始まる。また、平面之部でもそうであったよう

に、各編の題目は付けられていない。その目次は、

第五編

第一節 平面及び直線

第二節 二面角及び多面角

第六編

第一節 多面体 第二節 角�の体積

第三節 角錐の体積

第七編

第一節 球の総論

第二節 円�及び円錐の総論

第三節 体の表面積

第四節 体積

となっている。また、樺正董『幾何学教科書 立体之

部』（三省堂、明治40年1月訂正三版発行、明治39

年初版）の目次は、

第一編 直線及平面 第二編 多面体

第三編 回転体

となっている。

これらの教科書を瞥見して、寺尾・吉田の教科書に、

ある特徴が見られることがわかる。多くの教科書は

「平面」の後に「多面体」が続くのであるが、寺尾・

吉田の教科書にあっては、「平面」の後に「球」が続

き、最後に「球の続き」が置かれるという指導順序に

なっている。これについては、序文で、

「・・・球面の性質及球面三角形を多面角の次に

述べたり。是れ球面三角形と多面角とは密接の関

係を有するがゆえに、之を以て自然の順序なりと

信じたるのみならず、平面及直線だけより成る図

形のみを続けて教うるに比すれば、多少生徒の嫌

厭を防ぐことを得べしと考えたればなり」

と説明している。また、林は教科書の「修正改版の序」

において、

「問題を精撰し計算に関する問題を増加し、以て

ユークリッド式の抽象的論証を避けたること」

と述べていて、ユークリッド流の幾何を強く意識して

いることが伺われる。

３－（6）平面三角法教科書について

三角法教科書の使用学校数を見ると、遠藤又蔵の

『平面三角法教科書』が明治40［1907］年度にトップ

を占めるとともに、明治43［1910］年度においては

他を圧倒している。また、明治40年度において第2

位であった菊池大麓・沢田吾一の『初等平面三角法教

科書』は明治43年度においては、その座を林鶴一の

『新撰平面三角法教科書』に明け渡している。

まず、遠藤又蔵『平面三角法教科書』（光風館、明

治45年3月訂正廿二版発行、明治33年初版）の目次

は、

第一編 鋭角

第一章 角の計り方

第二章 鋭角の三角函数

第三章 直角三角形

第二編 一般の角

第四章 一般の角の三角函数

第五章 n.90°±Aの三角函数

第三編 合角分角

第六章 和角及び差角の三角函数

第七章 倍角半角の三角函数

第四編 対数

第八章 一般の対数 第九章 常用対数

第五編 一般の三角形

第十章 三角形の性質

第十一章 三角形の解き方及び応用

であり、林鶴一『新撰平面三角法教科書』（開成館、

明治40年12月訂正四版発行、明治38年初版）の目

次は、

第一編 鋭角の三角函数

第一章 三角函数の定義

第二章 同角の三角函数の関係

第三章 特別なる角の三角函数

第四章 三角函数の真数表

第二編 直角三角形

第一章 直角三角形の解法

第二章 高さ及距離の測量
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第三編 一般の角の三角函数

第一章 一般の角の三角函数の定義及関係

第二章 加法定理及減法定理の変形

第四編 対数

第一章 対数の定理

第二章 常用対数

第五編 斜角三角形

第一章 斜角三角形の性質

第二章 斜角三角形の解法

第三章 測量上の応用問題

となっているから、

鋭角の三角函数→直角三角形

→一般角の三角函数→対数→一般三角形

という指導順序において一致していることがわかる。

明治43［1910］年度の使用学校数において、遠藤、

林に続くのは菊池・沢田及び長沢の教科書であるから、

これらを見てみよう。

菊池大麓・沢田吾一『初等平面三角法教科書』（大

日本図書、明治29年7月三版発行、明治26年初版）

の目次は、

第壹編 角を計ること

第貳編 三角函数

第三編 30°，40°，60°，等の三角函数

第四編 任意の角

第五編 余角、補角、等の三角函数の関係

第六編 二つの角の三角函数

第七編 倍角の三角函数、等

第八編 三角方程式

第九編 分角

第十編 対数

第十一編 対数及三角表の用い方

第十二編 三角形の角及辺の関係

第十三編 三角形の解

第十四編 距離及高さ第十五編三角形の面積、外

接円、内接円、等

であり、「三角形の解法」に関する内容をすべて最後

にまわしているという点において遠藤、林の教科書と

は異なっている。そして、次に見るように、当時の教

科書のほとんどは遠藤、林の指導順序を採用している

のである。

たとえば、長沢亀之助『新三角法教科書』（国定教

科書共同販売所、明治41年11月六版発行、明治38

年10月初版発行）の目次は、

緒論 第一編 鋭角の三角函数

第二編 直角三角形の解法

第三編 任意の角の三角函数

第四編 複角の三角函数

第五編 三角形の性質

第六編 三角形の解法

第七編 三角形解法の応用

となっている。

また、寺尾寿・吉田好九郎『中学校数学教科書 平

面三角法之部』（冨山房、明治39年4月初版発行）の

目次は、

第壹編 角の単位、鋭角の円函数、円函数の真数

表、直角三角形の解法、直角三角形の応

用

第貳編 任意の角の円函数

第参編 二角の和及差の円函数、倍角の円函数、

半角の円函数

第四編 三角形に関する公式

第五編 円函数の対数表、直角三角形の解き方の

補充

第六編 斜三角形の解き方

第七編 任意の三角形の応用

であり、さらに、三守守『初等平面三角法』（山海堂、

明治40年2月七版発行、明治37年初版）の目次は、

第一編 角の計り方。円函数

第二編 直角三角形の解法

第三編 円函数の続き

第四編 角の和に対する公式

第五編 三角形の性質

第六編 対数表

第七編 三角形の解法

第八編 距離及び高さの測定

である。したがって、明治後期における平面三角法の

指導については、遠藤及び林の教科書に見られる指導

順序を採用するものが圧倒的に多く、これが当時の標

準的な教科書となっていたと言える。

４．高等女学校及び女子師範学校数学教科

書の様相

４－（1）教科書著者の概観

明治40［1907］、43［1910］年度の高等女学校数学

教科書の使用学校数において上位を占めている教科書

の著者について、算術・代数・幾何を通して多く見ら

れるのは、小林盈・稲垣作太郎、森岩太郎、樺正董、

沢田吾一などであり、菊池大麓、藤沢利喜太郎、高木

貞治、林鶴一など、中学校数学教科書の著者として上

位に登場していた帝国大学系の数学者はほとんど見ら

れない。

明治40［1907］年度の「算術の部」で藤沢の『算

術小教科書』が第7位、「幾何の部」で菊池の『幾何

学初歩教科書』が第 4位、明治 43［1910］年度の

「算術の部」で高木の『女子教育算術教科書』が第3

明治後期における中等学校数学教科書の様相
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位、藤沢の『算術小教科書』が第6位、「代数の部」

で高木の『女子教育代数学初歩』が第4位、「幾何の

部」で坂井の『女子教育幾何学初歩』が第4位となっ

ている程度であり、これが明治後期の高等女学校数学

教科書全体を通しての1つの特徴となっている。

明治43［1910］年度において、算術、代数、幾何

のすべてにおいて第1位の座を保持している「女子用

○○教科書」シリーズの著者である小林盈は東京府立

第三高等女学校の校長であり、稲垣作太郎は同校の教

諭であった。そして、第2位の森岩太郎は東京女子高

等師範学校教授であった。

また、関本幸太郎は東京高等師範学校教諭、溝口鹿

次郎は明治40［1907］年長崎県高等女学校校長、明

治43［1910］年兵庫県立姫路高等女学校校長であり、

長谷川一興は明治40［1907］年宮城県立高等女学校

教諭、明治43［1910］年福島県会津高等女学校校長

であった。

さらに、堀田要三郎は東京府女子師範学校教諭兼東

京府立第二高等女学校教諭であった。このように、高

等女学校数学教科書の執筆者の多くは帝国大学系の数

学者ではなく、女学校系の教育実践者であった。

一方、女子師範学校数学教科書については、依然と

して、算術及び代数では藤沢、高木の教科書が、幾何

では林、菊池の教科書が優位を占めている。この傾向

は中学校及び男子師範学校数学教科書の場合と同様の

傾向である。

４－（2）算術教科書について

高等女学校算術教科書の使用学校数を見ると、明治

40［1907］年度には第1、2位がそれぞれ森岩太郎及

び小林盈・稲垣作太郎の教科書であったが、明治43

［1910］年度には順位が逆転している。

初めに、小林盈・稲垣作太郎『女子用算術教科書』

（光風館、明治37年2月初版発行）の目次を見ると、

第一編 命数法及記数法 第二編 四則

第三編 諸等数 第四編 分数

第五編 整数の性質 第六編 分数の続

第七編 比及比例 第八編 割合

第九編 比及比例の続

第十編 割合の続 第十一編開平

であり、森岩太郎『女学校用算術教科書』（目黒書房・

成美堂、明治36年11月初版発行）の目次は、

第一編 整数及小数 第二編 諸等数

第三編 分数 第四編 比及比例

第五編 前編の復習

第六編 整数の性質 第七編 分数の続き

第八編 比及比例の続き

第九編 歩合算及利息算

第十編 前編の補習

第十一編 比及比例の続き

第十二編 歩合算及利息算の続き

第十三編 開平 第十四編 雑法及雑題

となっている。

これらの教科書での指導順序の概略は、

整数・小数とその四則→諸等数

→分数→比・比例→割合→開平

である。ここでの最後から2番目の項目である「割合」

の具体的内容は歩合算・利息算であるから、この指導

順序が当時の高等女学校算術教科書の標準であったと

言える。そして、高木貞治『女子教育算術教科書』

（開成館、明治40年12月初版発行）の目次も同様で

あって、

第一篇 緒論 第二篇 四則

第三篇 諸等算 第四篇 分数

第五篇 復習及補習 第六篇 整数の性質

第七篇 分数（其二）第八篇 比及比例

第九篇 歩合算 第十篇 復習及補習

第十一篇 比例の応用

第十二篇 歩合算の応用 第十三篇 開平法

となっている。

高等女学校算術教科書が中学校算術教科書と大きく

異なる点の1つは指導順序において「復習、補習」が

繰り返されることにある。たとえば、森の教科書では、

中巻は「第五編 前編の復習」から、下巻は「第十編

前編の補習」から始まっているし、高木の教科書で

も、中巻は「第五編 復習及補習」から、下巻は「第

十編 復習及補習」から始まっている。また、小林・

稲垣の教科書では、分数、比及比例、割合のそれぞれ

について「続き」の項目が付けられていて、スパイラ

ル式の学習法が採用されている。

この点について、森の教科書の「緒言」では、

「本書の編纂は在来の教科書と其趣を異にし、通

編一に反復補修の主義に従い前編に掲げたる事項

は後編に至り漸次反復捕足して終に算術の全体を

統合せり。是れ独り初等教育に適用すべき最良の

方法たるのみならず、亦女子中等教育に適用して

最も有効の方法たることを信ずればなり」

と述べられているし、高木の教科書の「例言」では、

「循環教授の方法は、最も女学校に於ける、算術

の教授に適当せるものなりと信ずるが故に、中巻

及び下巻の巻頭に於て、特に復習及び補習と題せ

る一篇を置き、比較的多量の資料を蒐集せり」

のように「循環教授」という言葉を用いて説明されて

いる。

上記のような体裁は他の樺正董や沢田吾一などの算

術教科書でも同様であって、樺正董『女子算術教科書』
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（三省堂、明治36年9月初版発行）の目次は、

第一編 整数及小数 第二編 諸等四則

第三編 分数 第四編 比及比例

第五編 整数の性質 第六編 分数

第七編 比例 第八編 割合算

第九編 比例 第十編 日用諸算

第十一編 開方
ママ

法

であり、沢田吾一『女子算術教科書』（冨山房、明治

37年1月訂正再版発行、明治36年10初版発行）の

目次は、

第一編 整数及小数 第二編 諸等数

第三編 分数 第四編 比及比例

第五編 整数の性質 第六編 分数続編

第七編 比例続編 第八編 割合

第九編 比例再続編 第十編 割合続編

第十一 編冪及根

となっている。

高等女学校算術教科書が中学校算術教科書と異なる

点の第2は、裁縫や家事など将来主婦として果たすべ

きだと見做された役割に係る内容が見られることであ

る。たとえば、野瀬田佳稲『新定女子算術』（興文社、

明治34年7月初版発行）の序文では、

「従来は女子の中等算術の教科書にも、殆ど皆男

子を目的にして、編纂したるものを用い来たり。

著者は恒にその害多くして、益少からむことを恐

る。然るに、近来は中等女子算術の著書数種あり。

然れども大抵皆普通の算術に、女子という名称を

附けたるものか、女子らしき問題を加味したるも

のかにて、主要なる組織には、女子らしき点甚だ

少し。即ち女子向に見せ掛けたるもののみなり。

本書は骨髄たる大体の組織と、説明とを女子らし

くすることに、深く意を用いたり」（下線－筆者）

のように、内容とともに記述方法の面においても性差

が意識されている。

さらに、高等女学校教科書が中学校教科書と異なる

点の第3は、理論的説明を避け、実例によって開発的

に一般法則を得させる教授法を採用していることにあ

る。高木貞治の「例言」では、端的に、

「本文の説明は開発的なるを旨とし、常に先ず標

準となる平易なる例題を設け、之を解釈する間に

於て、生徒をして、おのずから一般の法則を知得

するに至らしむることを期せり」

と述べられているし、小林・稲垣の「生徒の心得」で

は、

「解法の例として挙げたる問題を明に会得すると

きは、其他の諸問題を解すること容易なるに至る

べし。故に此種の問題は十分に暗熟せんことを要

す」

と述べられている。このような行き方の背景には女子

の論理的思考力に対する疑念が底流していた。たとえ

ば、野瀬田佳稲の序文では、

「女子の通性は、感情には鋭なれども、理想には

敏ならざれば、記憶、模倣等の力は強く、推理、

辨決等の力は弱きが通例なり。故に本書は総て例

解と、例証とによりて説明して、理論を避け、中

等の女子が、日常の計算と、生業 上に有益なる

智識の養成とに、必要なる事項を集めて組織して、

各項共に深
フカ

入
イリ

せざらむことを努めたり。例題は演

習と、予習とを塩梅し、問題は実用を主にして、

撰択せり。或書の如く、殊更に女子らしき問題を

多く加味せざるは、日常の計算は、単に女子のみ

にとて生ずるものにはあらず、且つ裁縫
オ ハ リ

、織機
ハタオリ

等

に関する計算の如きは、各その部門あるが故なり」

（片仮名ルビ－著者）

と述べられている。

４－（3）代数教科書について

高等女学校代数教科書の使用学校数について見ると、

明治40［1907］年度に第1位であった森岩太郎の教

科書が明治43［1910］年度には第2位に下がり、代

わりに小林・稲垣の教科書がトップに上がってきてい

る。また、森の教科書についても『女学校用代数初歩』

に代わって『女学校用代数教科書』が上位に上がって

いる。このように、代数教科書についても算術教科書

と同様に、小林・稲垣と森の教科書が第1、2位を占

めているのである。

初めに、小林盈・稲垣作太郎『女子用代数教科書』

（光風館、明治40年11月初版発行）の目次を見ると、

第一章 緒論 第二章 代数式

第三章 方程式 第四章 連立方程式

となっており、負数は「第一章 緒論」の中で扱われ

ている。また、森岩太郎『女学校用代数初歩』（目黒

書房・成美堂、明治37年1月初版発行）及び『女学

校用代数教科書』（目黒書店・成美堂、明治41年12

月初版発行）の目次は、

第一編 緒論 第二編 単項式の四則

第三編 方程式 第四編 負数

第五編 多項式の四則

第六編 方程式の続き 第七編 連立方程式

である。また、樺正董『女子代数学教科書』（三省堂、

明治44年9月初版発行）の目次は、

第一部

緒論（代数式、諸定則、整数及負数）

第一編 整数式の計算

（加法、減法、乗法、除法）

第二編 一次方程式

明治後期における中等学校数学教科書の様相
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（一元方程式、一元方程式の応用）

第二部

第一編 整数式の計算

（加法、減法、乗法、除法）

第二編 一次方程式

（連立方程式、連立方程式の応用）

となっている。

ここに見られる高等女学校代数教科書の特徴は、二

次方程式が扱われていないことであるが、これは明治

36［1903］年の高等女学校数学教授要目の規定に従っ

たことによる。

もっとも、明治36年教授要目以前に編纂された代

数教科書では、因数分解や二次方程式が扱われていた。

たとえば、関本幸太郎『高等女学校代数教科書』（文

学社、明治35年11月初版発行）の目次は、

第一編 緒論 第二編 整式

第三編 方程式 第四編 整式の続き

第五編 分数式 第六編 方程式の続き

であって、「第六編 方程式の続き」において二次方

程式が扱われている。また、明治36年教授要目以後

においても、伊藤豊十『高等女学校用代数学教科書』

（興文社、明治37年9月初版発行）の下記の目次に見

られるように、「備考」として二次方程式が扱われる

こともあった。

第一編 緒論代数的数の四則

第二編 整式の四則 第三編 一次方程式

第四編 連立一次方程式

第五編 因数、最大公約数、最小公倍数

第六編 分数式分数式の四則

第七編 分数方程式 備考 二次方程式

ところで、中学校代数教科書において、負数と方程

式の指導順序に係って、藤沢流の方程式先習方式と寺

尾・吉田流の負数先習方式とがあったが、高等女学校

代数教科書においても2つの方式があった。たとえば、

沢田吾一『女子代数教科書』（冨山房、明治37年8月

初版発行）は負数を方程式の後に置く行き方で、その

目次は、

第一編 緒論 第二編 加法減法

第三編 乗法 第四編 除法

第五編 方程式（一元一次方程式）

第六編 負数 第七編 方程式続編

となっていて、その「緒言」では、

「其内容は先ず代数的記号を説明し、次に加減乗

除より一元一次方程式に移り、而して負数を論述

し、終りに多元一次方程式及び其他の方程式数種

を掲げり。負数の編を一元一次方程式の次に置き

たるは、負数の性質を説明して直ちに実際上の応

用を示し、以て負数の実用的なることヽ其の自然

の結果に出づるの理とを明に知らしめんが為なり」

と解説されている。しかし、負数先習方式は少数であっ

たし、二次方程式が扱われることも少なかった。実際、

明治40［1907］年度において上位にあった沢田、関

本、伊藤の教科書は明治43［1910］年度には姿を消

すか順位を大幅に下げているのである。

４－（4）幾何教科書について

高等女学校幾何教科書における使用学校数の明治

40［1907］年度から明治43［1910］年度にかけての

推移は代数教科書の場合に酷似している。すなわち、

明治40［1907］年度に第1位であった森の教科書は

第2位に下がり、代わって小林・稲垣の教科書がトッ

プを占めているのである。また、森の教科書について

も、明治43［1910］年度になって、『女子教科幾何初

歩』とともに『女学校用幾何教科書』が現れている。

最初に、小林盈・稲垣作太郎『女子用幾何教科書』

（光風館、明治40年10月初版発行）の目次を見てみ

ると、

第一章 緒論 第二章 角 第三章 平行線

第四章 三角形 第五章 多角形

第六章 円 第七章 面積 第八章 比例

となっており、森岩太郎『女子教科幾何初歩』（目黒

書房・成美堂、明治35年4月初版発行）の目次は、

第一編 緒論 第二編 直線 第三 編角

第四編 三角形 第五編 多角形

第六編 円 第七編 面積 第八編 比例

である。

森の教科書では、「第三編 角」の最後に平行線が

扱われているから、指導内容及び順序は

緒論→角・平行線→三角形→多角形

→円→面積→比例

で一致しており、これが当時の標準であったが、後に

は、立体に関する内容が加味されるようになる。たと

えば、森岩太郎『女学校用幾何教科書』（成美堂・目

黒書店、明治41年9月初版発行）の目次は、

第一編 緒論 第二編 直線 第三編 角

第四編 三角形 第五編 多角形

第六編 円 第七編 面積 第八 編比例

第九編 平面及直線 第十編 多面体

第十一編 円�、円錐、球

となっているし、上記の小林・稲垣の幾何教科書の改

訂版でも、「第八章 比例」の後に「第九章 体積」

が付加されている。

もっとも、長谷川一興・堀田要三郎『女子幾何学教

科書』（田沼書店、明治35年11月初版発行）の目次

である、

第一編 緒論 第二編 角 第三編 平行線
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第四編 三角形

第五編 四辺形及其他の多角形

第六編 円 第七 編 面積 第八編 比例

第九編 立体

に見られるように、早くから立体を扱った教科書もあっ

たが、多くは平面幾何にとどまっている。たとえば、

坂井英太郎『女子教育幾何学初歩』（開成館、明治40

年8月初版発行）の目次は、

第一章 点、線、面に就きて

第二章 角に就きて

第三章 三角形に就きて

第三章 多角形及其面積に就きて

第四章 円に就きて

第五章 相似形に就きて

であり、伊藤豊十『高等女学校用幾何学教科書』（興

文社、明治37年9月初版発行）の目次は、

第一編 緒論

第二編 直線

（角、平行線、三角形、四辺形）

第三編 円

（円の性質、弧及弦、切線及二つの円、

正多角形の性質、円に関する作図題）

第四編 面積

であって、立体に関する内容はなく、面積・比例で終

わっている。

高等女学校幾何教科書が中学校幾何教科書と異なる

最大の特徴は、論理的厳密性に拘泥せず、実験・実測

などに依拠した展開方法を採用していることにある。

たとえば、小林・稲垣の教科書の「緒言」では、

「本書は、難易の程度を生徒の理解力に適せしめ

んことを務め、殊に徒に厳格なる論理に拘泥する

ことを避けたり」

と述べられている。

また、高等女学校においては、幾何を算術・代数と

密接に連関させる行き方が中学校よりも早くに唱われ

ていたが、それは上記の実験・実測の援用と裏腹の関

係にあると言ってもよい。たとえば、坂井英太郎の教

科書の「緒言」では、

「・・・初学者をして推理と実験とによりて、幾

何学の大意に通暁せしめ、算術、代数、図画等の

諸学科と相関連して各種の応用問題を迅速確実に

処理するの能力を養成せしめんことを期せり」

と述べられている。

以上において見てきたように、明治後期の高等女学

校数学教科書は、算術においては、

整数・小数とその四則 →諸等数

→分数→比・比例→割合→開平

代数においては、

緒論（文字の使用）→負数 →整式の四則

→一次方程式→連立方程式

幾何においては、

緒論→角・平行線→三角形→多角形

→円→面積→比例→立体

という指導内容と順序で構成され、模範的な例題から

一般法則を帰結するとともに、論理的厳密性に拘泥せ

ず、実験・実測に依拠した帰納的な教授法が採用され

ることによって標準化が図られたのである。

５．総 括

本研究は、諸資料に基づき、明治後期の中等学校数

学教科書の採択校数を明示することと、各教科書の内

容を比較することの2つを通して、量と質の両面から

「分科主義からの脱却傾向」を捉え、明治後期の中等

学校数学教科書に見る、藤沢利喜太郎・菊池大麓によ

る統制からの離脱思潮を明らかにした。その結果を以

下の5点に総括しておく。

第1に、中学校の算術教科書は、その採択数におい

て、明治32［1899］年には、藤沢利喜太郎の著作教

科書が圧倒的優位を占めていたが、明治40［1907］

年には、藤沢の教科書は第1位の座を追われ、寺尾寿・

吉田好九郎の教科書がトップに立った。まず、採択校

数の上から藤沢からの離脱傾向が見られたのである。

だが、教科書の内容には、藤沢の算術教育論の影響

力は失われてはいない。例えば、数概念を規定する際、

寺尾・吉田の『中学校数学教科書 算術之部』や、高

木貞治の『普通教育算術教科書』において、藤沢の

「数え主義」への準拠が見られる。さらに、「小数先行・

分数後習」、「比例式解法」についても、藤沢の主張が

そのまま採用されている。このように、明治後期の中

学校算術教科書の内容には、依然として藤沢の影響が

強く見られたのである。

しかしながら、寺尾・吉田、林鶴一などの教科書に

は、「統合数学教科書」を意識した言及がなされてお

り、分科主義からの脱皮傾向が見て取れたのであった。

第2に、代数教科書についても、明治40［1907］

年の段階において、藤沢利喜太郎の教科書は第1位の

座を追われ、寺尾・吉田の教科書がトップに立ってい

る。また、師範学校算術教科書についても、トップは

高木貞治の教科書であり、藤沢の教科書は林及び寺尾・

吉田の教科書と肩を並べる状況となっていた。

内容面では、藤沢流の正数の範囲内で一次方程式を

扱った後、負数を導入する「方程式先習方式」を脱し、

吉田・寺田、高木の教科書では、負数を導入した後、

一次方程式を学習する「負数先習方式」となっている。

また、寺尾・吉田、高木、樺の教科書では、比例に関

明治後期における中等学校数学教科書の様相
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して「動的な定義」を採用するなど、藤沢にはなかっ

た特徴が見られたのであった。

さらに、明治43［1910］年度の「使用教科図書表」

では、中学校代数教科書の第1位及び第2位はそれぞ

れ寺尾・吉田、高木のものとなり、これらの教科書に

よって代数教育に新時代が拓かれていったのである。

第3に、平面幾何・立体幾何教科書については、明

治40年度、明治43年度のいずれにおいても、菊池大

麓の『幾何学小教科書』が第1位を占めている。しかし、

実態は、林鶴一の『新撰幾何学教科書』が次第に追い

上げており、寺尾・吉田『中学校数学教科書』も一定

の使用学校数を確保していることが明らかとなった。

当時、菊池大麓により、幾何学は代数学とは別学科

であるとされ、幾何学においては、代数学のような記

号や数式を用いないことが推奨された。しかし、菊池

の著作教科書以外には、分科主義を脱する「他分科と

の連絡」、記号や数式を用いた「記号的証明」、さらに

は、菊池の比例論である「挿み合い法」に対する批判

と見做すことのできる「比例論の簡明」に言及されて

いるなど、菊池の幾何教育論からの明らかな離脱傾向

が見られた。

第 4に、平面三角法の教科書ついては、明治 43

［1910］年の採択数を見ると、遠藤又蔵の『平面三角

法教科書』及び林鶴一『新撰平面三角法教科書』が菊

池大麓・沢田吾一の『平面三角法小教科書』を大きく

凌駕していることが明らかとなった。

また、遠藤及び林の教科書では、指導順序を「鋭角

の三角函数→直角三角形→一般角の三角函数→対数→

一般三角形」としているが、これは、すでに当時の主

流になっており、「三角形の解法」に関する内容をす

べて最後に指導する菊池流とは異なっていることも判

明した。こうして、明治末期には、すでに菊池の幾何

教授理論は減退傾向にあり、遠藤や林の幾何の構成が

標準的なものとなっていたのである。

第5に、高等女学校については、明治40［1907］、

43［1910］年度の数学教科書の使用学校数において、

すでに菊池大麓、藤沢利喜太郎、高木貞治、林鶴一な

ど、帝国大学系の数学者の著作教科書はほとんど見ら

れず、算術・代数・幾何を通して、小林盈・稲垣作太

郎、森岩太郎、樺正董、沢田吾一などの女学校系教員

の著作教科書が多く採択されていることを見出すこと

ができた。

高等女学校の算術教科書について、高木などはその

構成方法として、「循環教授」を唱えている。これは、

今日的な反復式、スパイラル式の学習法が採用されて

いたことを示している。

高等女学校では、裁縫や家事など将来主婦として果

たすべきだと見做された役割に係る内容が見られ、模

範的な例題から一般法則を帰結するとともに、論理的

厳密性に拘泥せず、実験・実測に依拠した帰納的な教

授法が一貫して採用されており、このことによって標

準化が図られていたことが明らかとなった。

本研究を通して、中等学校の数学教科書全体にわたっ

て、明治40［1907］年代においては、分科主義・孤

立主義からの脱却、統合主義への志向が存在したこと

が明らかとなった。

これは、「幾何学と代数学は別学科」（菊池）、「なる

べく外物の助けをからずにやるようにしなければなり

ません」（藤沢）とした、菊池・藤沢の教育思想から

の離脱の意図であり、この思潮の存在は、明治 44

［1911］年の教授要目改正への前史に位置付けられる

のである。

田中 伸明・上垣 渉
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